









































を失い、小国へと転落した年、1813 年 5 月 5 日に、キェル
ケゴールは首都コペンハーゲンの父の家（ニュトー 2 番地）
















































































































博物館提供の CD から〕。本誌 「若き日のセーレン・
キェルケゴール　肖像画の物語」12 頁［図 1］。
この鉛筆書きがデンマークの新聞・雑誌に掲載さ
れた最初は、1876 年 12 月 17 日発行の『 画報 通














加工された婚約指輪（十字架に変形されている）。<Københavns Bymuseum 所蔵 >

























［図 5］婚約者レギーネにあてられた < 水曜日の手紙 >
<Det Kongelige Bibliotek 所蔵 >
［図 7］アンデルセンからキェルケゴールへの手紙
<Det Kongelige Bibliotek 所蔵 >
［図 6］イースター第 1 日の夕べ、別れた婚約者と再会した事情を述べる日誌










突し、その第 1 号は 1855 年 5 月 24 日に刊行され、第


































［図 8］遺稿となった『瞬間』最終号（第 10 号）
の印刷原稿 <Det Kongelige Bibliotek 所蔵 >
［図 9］長兄ペーター牧師にあてられたキェルケゴールの遺言状

















































































Finn Hauberg Mortensen, Kierkegaard made in Japan, 












































































































『逍遥する哲学者 ： キェルケゴール紀行』新教出版社、1979 年。『キェ
ルケゴール ： 憂愁と愛』人文書院、1985 年 他。
訳書：『セーレン･ キェルケゴールの日誌・第一巻「永遠のレギーネ」』
未来社、1985 年 他。
編著：『デンマークの歴史』創元社、 1999 年。
